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境港市定例教育委員会（令和７年３月２５日委員会会議録） 

 

招集年月日 令和７年３月２５日 １０時３０分                 

 

招集場所  みなとテラス ミーティングルーム                 

 

開  会  １０時３０分 教育長宣言                     

 

教育委員会 教育長 山本 淳一                          

      委 員（職務代理者） 中田 耕治                 

      委 員 十河 淳  渡邉 不二子  大部 由美           

 

教育長から説明のため出席を求められた者                    

      教育総務課長          角   純 也          

      生涯学習課長          北 野 瑞 拡          

      教育総務課主査         柳 楽 力 人          

      教育総務課長補佐兼指導係長   築 谷 健 作          

      教育総務課長補佐兼管理係長   角 本   豪          

 

傍聴者数  なし                               

 

会議書記  教育総務課長補佐兼管理係長   角 本   豪          

 

提出議案  議案第３号 境港市渡公民館長の任命について            

      議案第４号 境港市外江公民館長の任命について           

      議案第５号 境港市境公民館長の任命について            

      議案第６号 境港市上道公民館長の任命について           

      議案第７号 境港市余子公民館長の任命について           

      議案第８号 境港市中浜公民館長の任命について           

      議案第９号 境港市誠道公民館長の任命について           

      議案第10号 境港市公民館運営審議会委員の委嘱について       

      議案第11号 境港市スポーツ推進委員の委嘱について         

      議案第12号 境港市立学校の学校医の委嘱について          

      議案第13号 境港市第三中学校区学校運営協議会委員の任命について  

      議案第14号 境港市第一・二中学校区学校運営協議会委員の任命    

について                       

      議案第15号 境港市文化財保護条例施行規則の一部改正について    
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      議案第16号 令和７年度境港市学校教職員の研修について       

 

協議事項  令和７年度境港市学校教育の指針について              

      ３月定例市議会教育委員会関係質問答弁について           

 

予算関係事項 令和７年度当初予算について                   

 

報告事項  ３月の行事報告、４月の行事予定                  

      境港市民図書館の利用状況について                 
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【１．開会】 

山本教育長      皆様お揃いのようなのでただいまから３月の定例教育委員会

を始めます。 

 

【２．前回議事録承認】 

 

【３．議事】 

山本教育長      議案３号から議案９号まで、境港市公民館長の任命について

一括で説明をお願いします。 

 

北野課長       公民館長の任命に関する議案ですので、一括で説明させてい

ただきます。令和７年度におきましては、７公民館すべてにお

きまして、今年度に引き続き、同じ方を館長に任命したいと考

えております。説明は以上です。 

 

山本教育長      ご質問等ありましたらお願いします。 

          では、議案第３号から９号まではご承認いただきました。 

          続きまして、議案第10号境港市公民館運営審議会委員の委嘱に

ついて説明をお願いします。 

 

北野課長       議案第10号は、境港市公民館運営審議会委員の委嘱について

です。お手元にお配りしたものが、校長先生の異動によりこち

らの方が新しくなっております、そちらをご覧ください。現在

任期途中ではございますが、新たに委員を委嘱するものになり

ます。一覧表の備考欄に新任と記載がある方、12名を４月１日

付で委嘱したいと考えております。説明は以上です。 

 

山本教育長      ご質問等ありましたらお願いします。 

          では、議案第10号はご承認いただきました。 

          続きまして議案案第11号境港市スポーツ推進委員の委嘱につい

て説明をお願いします。 

 

北野課長       議案第11号は、境港市スポーツ推進委員の委嘱についてです。 

こちらも任期途中ではございますが、15ページに一覧つけてお

ります。３名の方から、辞任がございまして、新たに委員を委

嘱するものになります。表の枠外に新任の記載がある２名を４

月１日付で委嘱したいと考えております。なお、渡地区の1名
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につきましては、後任の方がまだ決まっておりませんので、現

在も委員の方を探しているところでございます。決まり次第、

議案として上程させていただきたいと思いますので、ご理解く

ださい。説明は以上です。 

 

山本教育長      何かご質問ありましたらお願いします。 

       委員は決まりそうですか？ 

 

北野課長       地区の方でも、なるべく５月中旬には決めたいってことで伺

っております。 

 

山本教育長      議案第11号について、ご承認いただけますでしょうか。 

           では、議案第11号は承認いただきました。 

           議案第12号、境港市市立学校の学校医の委嘱について説明を

お願いします。 

 

角課長        議案第12号は境港市立学校の学校医の委嘱についてです。19

ページの任期ですが、但し以降の文は削除をお願いします。 

           一番右側の枠が新となっている方が、新たに学校医として任

命したものになります。外江小学校につきましては、以前、学

校医を務めてくださっていました、済生会境港総合病院の漆原

先生に再度お願いすることになりました。他は、毎年学校医を

お願いしております土江先生と細田先生の担当校を変更してお

ります。変更がありました先生につきましては、前任者の２年

間の任期のうち、残り１年間の任期で委嘱するものです。説明

は以上です。 

 

山本教育長      土江先生には新と記載がありますが、細田先生には新の記載

はないのですか。 

 

角課長        細田先生と土江先生は２人で中浜小をしておりまして、今回、

外江小を済生会の先生でやってもらえることになりましたので、

土江先生は中浜から外れています。 

 

山本教育長      何かご質問ありましたらお願いします。 
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事務局       19ページについてですが、土江先生と細田先生の退任を解嘱に 

訂正をお願いします。 

山本教育長     議案第12号について、ご承認いただけますでしょうか。 

          では、議案第12号は承認いただきました。 

議案第13号から14号は、境港市第三中学校区学校運営協議会委 

員の任命と境港市第一中学校区・第二中学校区学校運営協議会委

員の任命について説明をお願いします。 

 

築谷補佐      第三中学校区になりますが、こちら令和４年度に、２期目がス 

タートにして、２期目の途中になりますが、新たに５番伊藤さん 

と６番松本さんが児童生徒の保護者としての任命であります。新 

た任命することになる委員の期間は前任者の残任期間となります 

ので、令和７年４月１日から８年３月31日までとなります。３番 

と20番につきましては教職員の異動に伴うものであります。19番 

につきましては、当地域学校コーディネーターですが、今募集を 

かけるところです。 

          第一中学校区は令和３年度から始まり、２期目が終了しまして 

新たに３期目の任命になります。４番の若林さんが、児童生徒の 

保護者として、18番松下さんは学識経験者として、20番の片平さ 

んが、地域学校コーディネータとしての任用となります。２番と 

19番につきましては、教職員の異動に伴うもので、13番、16番、 

17番につきましては、決まり次第の確定することとなります。 

任期は、令和７年４月１日から令和９年３月31日となります。 

 第二中学校区は１期目が終了しまして、新たに２期目の任命に 

なります。５番の木村さん、6番安田さん及び８番坂口さんが、 

児童生徒の保護者としての任命になります。２番、３番、17番に 

つきましては、教職員の異動に伴うものであります。 

13番については決まり次第確定することになります。 

任期は、令和７年４月１日から令和９年３月31日までの2年間。 

説明は以上になります。 

 

山本教育長     何かご質問ありましたらお願いします。 

 

中田委員      どこの地域も委員の選定っていうところは苦慮されるところで

しょうか。 

 

柳楽主査      各地域で相談しながらっていうところで、推薦していただく形
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をとっています。 

 

中田委員     ＣＳに対してってことやってる人はやってるし、わからない人は

わからないというと、こういうことろにあらわれてきてるのかも

しれません。 

 

山本教育長     タイミング的に時間がなかったということでしょうか。丁度        

校長の変わり目等もあると思いますが。 

 

築谷補佐      早いところでも動き出しは、今年度末には、最後の４回目とか

５回目の学運協の時には、ある程度来年度の委員の皆様の推薦と

か協議をして、そこである程度名前が見えてきたんですけれども。

どうしてもやっぱり、地域の住民ということになると難しくて、

一中校区としては、公民館の主事さんからの人間関係も今当たっ

てるというところですけれども、なかなかノミネートしていただ

けないっていう状況であります。 

         こういった状況になって、20名以内っていうのが1つうたっては

あるんですけど、20名ぐらいっていう表現が出るところなってま

すので、これをどこまでこう、1つ妥当性として、人数が減って

きたときに成り立たせるのかっていうところも、今後ちょっと議

論していかないといけないなと思います。内輪だけの会議になら

なるっていうのは一番よくないなあと思います。広く意見を聞く

っていうことでは地域住民の方こそ、一番、意見としては、大事

にしていきたいなという立場だと思います。そのあたりも、ちょ

っと人数が、なかなか生まれませんけれど、話題にしながら、ネ

ットワークをちょっと広げていくように、来年度は展開していき

たいと思います。 

 

大部委員      メンバーっていうところで、公運審もそうだと思います。お名

前をよく見かける方が、すごく長い間、20年、30年とか、この肩

書きが終わったら次はこちらの方で肩書きみたいな感じこそ偏っ

てくる。その内輪だけの話ではなくって、同じ人が肩書きを変え

て、関わっているなっていうのはすごく自分が生涯学習課にいた

ときから思ってました。例えば表彰とかみたいですか20年表彰と

か、このようなことが良しとされてたことが、それがどうなのっ

ていうところの議論にも発展していくのかなと思ったりします。

基本的に私は長くすればいいと思っている訳ではない人間なので、
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やっぱり任期を決めて、何かその次を作っていくとか、人数も本

当に公審議15人必要ですかとか、今見たら20人必要ですかとか、

何か、１人の方の肩書がやっぱり3つ以上増えるっていうのは、

よろしくない、どの肩書きでどの口で物を言ってるんだっていう

ふうになっちゃうのは、どうなのかなと思います。本当に大変な

んだと思います人にお願いすることとか、探されてるのは本当に

大変だと思うんですけども、何かその辺がうまくならないかなっ

と思います。 

  

山本教育長     裏を返せばこういう穴があるときに、新しい人を開拓してくる

とか、今まで、あまり学校の子供たちに、或いは地域のことに携

わってなかった方々に、一緒にやってみようやというようなこと

ですね。特にこれからの新しい学校の運営に関わることですので、

学運協が、改善していく余地はたくさんあるといいます。人数だ

けじゃなく、意思決定も、やっぱり２月には、次年度はこう動く

という決定をしないと、反省で終わってます。そうすれば、どの

校長が突然やってきても、もう決まってますからと言えますし、、

地域と繋がりは、学校はこうやってやるのでっということが、も

う少し前倒しで動かないと、４月になってから、この意思決定を

しているので、それを改善していくようなことにつなげていく。

少しずつだけど改善が見られるっていうところにあると。いいな

と思います。 

 

山本教育長     何かご質問ありましたらお願いします。 

 

大部委員      あと前回も言ったと思いますが、継続ですということを示した

方が逆にいいと思います。例えば公運審のように印の付いている

方が新規の方がが分かりやすいと思います。 

 

築谷補佐      次回より修正します。 

 

山本教育長     議案第13号と14号について、ご承認いただけますでしょうか。 

         では、議案第13号と14号は承認いただきました。 

         議案第15号、境港市文化財保護条例、施行規則の一部改正につい

て、説明お願いします。 

  

北野課長      議案第15号は、境港市文化財保護条例施行規則の一部を改正す
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る規則の制定についてです。今回の改正ですけれども、28ページ

に情報を載せております。当文化財保護審議会の委員の方に支給

する旅費の額を定めていた、第19条を、この度の議会で、境港市

職員等の旅費に関する条例が改正されたことに伴いまして、削除

するものになります。説明は以上です。 

 

山本教育長     何かご質問ありましたらお願いします。 

 

中田委員      旅費ということですが今までに出張などがあったのでしょうか。 

 

北野課長      市にはいろんな条例がございます。市の中の条例と規則に旅費

の記載があったりなかったりしています。今回、職員の旅費の条

例が変わりまして、その別表とかがなかったりした関係で、旅費

の記載を取ろうかという話をしておりました。他の条例の中でも

記載を消して、職員の旅費の条例に準拠するという形になりまし

た。出張があれば旅費は支給できますし規定を載せないというこ

とで、統一したということでございます。 

 

山本教育長     議案第15号について、ご承認いただけますでしょうか。 

         では、議案第15号は承認いただきました。 

                  議案第16号令和７年度境港市学校教職員の研修について、説明お 

願いします。 

 

柳楽主査      議案第16号令和7年度境港市学校教職員の研修についてという 

ことでございます、30ページをご覧ください。次年度、言語活動 

を軸とした学力向上の推進ということで、国語、英語教育の充実 

を進めていきたいと思っております。まず、大きな目玉として、 

全体に関わる、これは境港市だけではなく、西部の他の先生方に 

もと考えているところですが、言葉の力を育む研修会というのを 

２回予定しております。７月29日、言葉の力を育む研修会という 

ことで、こちらは、ＮＨＫの現在、財団の専門員をなされている 

畠山慧様を、お招きして、人に言葉で伝えるところにスポットを 

当てて、研修を行いたいと思っております。合わせて、10月、今 

度は教職員に対しての指導力向上、また、授業力の向上っていう 

ところで、英語と書いておりますが、もしここでいつも来ていた 

だいてる甲斐先生等もあえば、英語と国語というところで、動き 

たいなっていうふうに思い 
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ます。今度はその授業の実際の授業とか、そういったところにス 

ポットが出た研修を考えているところです。これが全体で大きな、 

目玉になるかなと思っております。 

続いて、研修についてです。次年度、３年未満の教職員の数がさ 

         らに増えていきます。今年度、非常に好評であった研修は授業参

加をして、面談をするというような研修、これを１学期から２学

期の間、そして３学期はさらに希望者に研修を引き続き行いたい

と思います。あわせて、集合研修で行う子どもの理解ですとか、

指導力学級経営ですとか指導力向上研修につきましてはそういっ

た、３年未満だけではなく、そこと関わるミドルリーダーの皆さ

ん、ベテランと希望者も含めての研修会という形にして、先生方

がそれぞれの立場で横でも、縦でもつながれるような仕組みを作

っていきたいというふうに考えております。 

         続いて３点目です。特別支援教育担当者会を、４月の末か５月初

めに予定していました。以前はここに、市教委の研修をずっと組

んでいましたが、小中学校の特別支援教育担当者の主任さんが集

まる会が発足しまして、そこに市教委からも参加し、学期に１回

情報共有したりですとか、市教委からも助言をしたりする会が生

まれました。そこに、研修の方を入れ替えております。 

続いて、本市が今力を入れていますこの子供カルテにつきまして 

は、まず、１回目に子供カルテの活用についてっていうことと、

年度末に子供カルテの引き継ぎについて、今、運用マニュアル等

も作成しておりますので、より充実したものにしたいと考えてお

ります。 

あと、管理職研修につきましては、８月に原子力防災、これは県 

の原子力防災担当の、力をお借りして、研修会を考えているとこ 

ろです。以上、来年度の研修スケジュールです。 

 

山本教育長     何かご質問ありましたらお願いします。 

 

渡邉委員      こどもカルテのこどもはひらがなでしょうか。 

 

柳楽主査      すみません、ひらがなでした訂正します。 

 

山本教育長     若手職員の新規採用者が11人、初任者研修明けの職員が２人、

経験の浅い方が多くなってきたっていうことと、それは境の子ど

も達にとってみると、とても嬉しいことです。年が近くて、先生
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どこから来たのとか、県外からいらっしゃる者もたくさんありま

すので、そこへ向けての研修と、当然４名の校長先生が新しくな

るということで、そこに向けては、ここには書いてませんけど、

管理職のところには、これから採用いたしますが、会計年度指導

主事というのを退職校長から１人置きます。そうなりますと教育

委員会内に指導主事が４名いるということになります。築谷くん

が主査、若林さんが係長、それから松本笑さんが指導主事。そう

すると小席が２、中席が２ということで、初任の校長先生の相談

だったり、サポートを考えています。こうしようと思うけど、ど

ういう具合に持っていったらいいのかとか、地域との関係性だと

か、職員を束ねるとかいうようなことを相談できる体制をつけて

いただきました。その方に初任研の一部ですとか、伊平屋村との

交流とか、シンガポールとか、その方を中心に行っていただいて

代休をとっていただくっていうような方法をとると、いよいよ校

長が行けない場合でも、元校長ですので、そういう形でサポート

をお願いできる体制を整えています。私から補足としては以上で

す。 

 

山本教育長     続きまして協議事項ということで、令和７年度境港市学校教育

の指針についてということで、説明をお願いします。 

 

事務局       説明 

 

渡邉委員      この指針は昨年度から繋がっており、ブラッシュアップされて

いると思いました。すべての子供たちの命と身体、人権を守る学

校づくりっていうところがすごくよく、特に最後の自分の人権を

守り他者の人権を守るための、実践の行動力の育成というところ

は本当に子供たちが今ちょっと心も体も弱くなってるので、そこ

でやっぱり自分を守るって、人権だけではなくて、何か自分の特

性とかよさとか、もちろん人権もそうなんだけれども、むしろ人

権という言葉は前にあるので、自分も守る、他者も守る、そのた

めの実践行動力の育成っていうふうにするほうが良いと思います。

今、自死の問題とか、それから性の問題とか、全部ひっくるめて、

文部科学省も今、命の安全教育って言ってますからね。すごく力

入れてますのでそういったところも含まれると思います。（もち

ろんこれにも含まれると思うんですけど。）その言葉として、自

分を守るというのは、人権だけではなくて、自分丸ごと全部受け
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とめてもらい、自分の良さを出していくっていうところを伝えら

れるといいかなと思います。 

山本教育長     いやいや、大切なことです。もう、ここに自分の気持ちがおよ

んでなかったのを今、反省をしましたけど、今までこういうもの

だったからこうなってるっていう状態で、ただ本当に今の混沌と

したような中では、何か、とても大切なことをなですよね、改め

て人権がない中では、もう何も成り立たない時代になってるので、 

そこをもう少し、これはまだ案の段階でそうですね。改良を含め

て、考えたいというふうに思います。ありがとうございました。

その件に関して何かありますか。なければ他のことででも、あり

ましたらお願いします。 

 

十河委員      去年から比べてまたさらに進化してる指針についてすごく感動

してる状況です。特にやっぱり今、渡邉委員も言われましたこと

や、行きたい学校になっていこうとしているこの指針ができてる

こと自体、これを実践していただきたいと本当に心からそう願い

ますし素晴らしい言葉がいっぱい散りばめられてるなと思って、

すばらしいなと、改めて、良い指針ができたなというふうに思い

ました。 

 

山本教育長     ご意見、ありがとございます。ほかにはありますでしょうか。 

         私が、言うのも変な感じがしますけど気になってるのは、この指

針により、改善をしながら今のニーズに合ったものに取り組んで

いく中で、質の高いとはどういう具合にみんなとらえてるのか、 

綺麗な言葉として使っていますが、質の高いっていうのは何を指

して、今までの質が低かったということなのか、何かこう、艶が

ピカピカ出てくればいいものなのか。分かるようで分からない言

葉だなって思います。以前からあるものを、教育大綱の中でも使

われてるので今回はそのまま残しましたが、でもそれって何なの

か、本当にいることなのか、また1年をかけて見ていこうと話は

しました。食べ物って言ったら、質より量だよなとか、ゆったり

することはあったりするのですが、何かちょっと分かりにくい言

葉で、何かこういうキーワードの言葉を使うと良く見えるってい

うような使い方がしてあるんじゃないかと。何を目指してるのか

が抽象的でわかりにくいなっていうことは、ちょっと思っていま

す。決してその過去を否定するというわけじゃありませんけど、

何かそこに具体は何を目指してるのかがちょっと見えなくなる、
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なってるっていうか僕の中では。 

 

中田委員      その時代時代、その場その場によって変わってくるものではあ

りますよね。その言葉をＯＫして使うということではなく、今言

われたように何を求めるかっていうところを探求することが大事

と思います。それが中に反映され、そういった言葉を使うってい

うこと、理解した上で使うのが大事と思います。言葉は、その時

代によって変わってきますし、そこで考えてもらえばと思います。 

 

十河委員      毎年このことで指針については、去年が悪かった訳ではないで

すし、より質の高い、よりっていう言葉があれば、今までのこと

を否定せずにというか、よりレベルの高いところに高みを目指す

ということと思いますけど。毎年進化してると思っていつも報告

させていただいてます。 

 

中田委員      繰り返しになりますけど今年のポイントはここだよっていうこ

とが明確にされ、今年のより質の高いとこはここだよと示せたら

良いと思います。 

 

山本教育長     そういう取り方でいいかもしれません。下線を引いたところが

今年の改善点、狙いのところでということ。そういう具合に質を

高めていくと。どうしても動かないものっていうのも実はあって、

例えば、昔では「知・徳・体」とか、第三中学校でいえば「創造」

「剛健」「明朗」とか。あと校長が来て好きなこと言うのとはち

ょっと違い、揺るぎないものが境港市としてもある、市の教育の

方針に、大綱が変わろうともこれは変わらないというところをし

っかりと目指していかないといけないと思います。 

          明治の時代から「知徳体」なんていうのは本当にぶれないもの

として、３つのバランスっていうところは常にとりながらいかな

いといけないでしょうし、今だんだん方向性として見えてきたの

は、１つは探求、個に応じた深い学びの方向と、もう１つはふる

さと、生まれ育ったこの町をどうやって、大切に愛して、そして

自分の出生のルーツだっていう思いを持たせるかっていうところ

っていうのは、おそらく大きな柱になるだろうなって自分は考え

ています。それらが時の流行もあると思いますが、今後も市の教

育の柱として残っていくのであるならば、子ども達には、これは

やってみたいと思うことを、他は止まっても、どんどんやらせて
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もらえるくらいの勢いで向かってほしい。またそれを許してもら

えたのは、境港市の大らかさであったり、人と人との結びつき、

新しいものを歓迎してくれる気さくさというのは、境港市の良さ

ですから、良いところを伸ばしてくれることが出てくるのを盛り

込んだ記載にしております。常に改善を図りながら進めていきた

いと考えています。他にご質問はありますでしょうか。 

          では、次に進めます。３月定例市議会の教育委員会関係質問答

弁について、ご意見、等ありましたらお願いいたします。 

 

渡邉委員      算数・数学のデジタル教科書をモデル的に使用と書いてありま

したが効果や希望したらもらえるものでしょうか。 

 

築谷補佐      英語は全部購入、小学校5年生以上は全部使っていますけども、

算数数学が約半数の学校が本年度使いまして、来年度全部予算計

上しました。予算だけどうしても国が50から55％ぐらいになりま

す。特に算数だと、計算とかは紙ベースがいいっていう声が多い

ですけど、やっぱり立体的なものをイメージするっていうときに

は、やっぱデジタル教科書は圧倒的に理解が早いみたいです。イ

メージつきやすいっていうことで、単元や分野に合わせて、デジ

タル教科書を使っているようです。 

 

渡邉委員      個人のデータも取りやすいですよね。 

 

柳楽主査      合わせて言えば、子供たちがその先学ぶ方向をデジタルなのか、

自分の今の段階ではどう選ぶという力も大分育ってきています。

そういう力も自己調整し、自分が学びをどう進めていくかという

ところを、またねらっていきたいなと思っているところです。 

 

十河委員      クロームブックのことについても上がってましたけども、この 

先壊れていくとかっていうことが、あれだけＧＩＧＡスクールに 

どんどん入れて、それが、例えばこの学年だけ全部新しくするか 

っていう方向では今ないのかなというふうに、このお話の中から 

見受けられるんですけど。このクロームブックがそういう例えば 

ＯＳがバージョンアップするとかそういったようなことがなけれ 

ばそのままその壊れた部分を補填するとか、そういう修理してっ 

ていうことで、いいのかなとは思うのですが、今後、もしそのＣ 

ｈｒｏｍｅＯＳが変わるときに、この機械ではもう対応してない 
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とか、そういうことになってくるとすごく、予算的にも大変です 

ね、新しい機器を導入しないといけないとか、これは対応するし 

かないなど、その辺の見通しみたいなのがもし分かれば、もしそ 

うであるならばそれに備えて予算確保を、積み立てをしていかな 

いといけない。いきなりあれだけの両を導入して、費用は更に高 

くなっていると思うんですが、その更新時期っていうのが、その 

壊れた分を更新していくだけで賄えるのかって言う、もしわかれ 

ばよろしいでしょうか 

 

柳楽主査      今フローブックの方は、ブラウザの方でタイプもどんどんバー

ジョンアップしていいます。おっしゃる通り、更新があり今壊れ

てるものを、修理しながらっていうのもありますが、基本的には

もう今５年経過というところで、更新を考えないといけません。

うちの場合は令和８年度に全体更新っていう方向で今動いてます。

そのために、委員が言われますように、もちろんマシンの方もや

りとりできる双方向性を確保し、しっかりデータをやりとりでき

るっていうためにネットワークアセスメントの構築が大切と考え

ておりまして、そちらを確実に強固なものにした上で、文科等の

補助をいただきなが更新する。様々な条件があるんですけど、そ

れを今、担当の係長が準備しているところではあります。 

 

十河委員      ６年使用して、更新っていう形ぐらいのペースっていう契約は

６年間ですか。多額の費用もかかるんでしょうね。クロームブッ

クを入れたことによって、何年かに１回そういうドンという費用

が必要ですね。 

 

大部委員      学習による使用頻度は本当に多いのですか。 

 

柳楽主査      導入したときに比べたらもう大分当たり前になってきています。 

 

大部委員      聞くところによりますと、少し得手不得手があってその先生に

よっては、やっぱり紙でみたいな。紙が悪いわけじゃないと思い

ますが、せっかく買ったものなのにと、家で眠ってるというよう

なことも違う学校でも聞いたりとかします。 

しっかり予算をかけてっていうのであれば、壊れるところってい

うのはありますが物を大切にするっていうことは原点だと思いま

す。ただ、致し方ない壊れ方もあると思うので、その頻度的なこ
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とや、あまり、当たり前にならない形になって欲しいなとは思い

ます。 

 

柳楽主査      あくまで貸与という形をとってますので、本当に大事にするっ

ていうところは子ども達と一緒に考えていく一番のポイントだと

思います。 

 

中田委員      どんどん上がってくる金額の中で５年前の金額と今の金額はま

た違う。これからもっ変わってくるだろうし、それがどこまでど

ういうふうに対応できるのだろうなっていう不安があるのはあり

ます。子どもが自分たちで何か対応できないだろうか。何でもで

もかんでも与えてもらってるのが当たり前というところで物を大

事にするとかっていうような、変な言い方ですが自分の腹が痛ま

ないとある程度は、大事にしないのかなというような何かそうい

ったことも、あるのかもしれませんね。教科書だからしょうがな

いっていう話だけではなくって、必要なものもやっぱり自分たち

でも何か考えるっていうことが大切だっていうと、これからはや

っぱり何から何まで全部今当たり前になった時代になってますか

ら。これもなんか、子どもの時から考えさせるっていうことが、

もしかしたら大事な視点かな。変な心配でした、ごめんなさい。 

 

山本教育長     本当にね、何でもある時代だし、どんどん機種はあったらしく

なるし、そんな古いのを使うとどうだっていうことも、性能も処

理能力も随分と伸びてたりと。今はたまたまコロナの功罪という

か、それでギガという形で入ってきましたので、大切に使わせな

がら、そしてまた、中田委員さんおっしゃってくださったような、

自分たちでそれらをカバーできるような仕組みっていうのも、ま

た見つけれると良いと思います。 

それでは次に移ります。令和７年度当初予算についてというこ

とで、それでは最初に課長から説明をしていただいてそれから質

疑に入りたいと思います。 

 

事務局       令和７年度予算について説明（教育総務課長） 

 

大部委員      フリースクールの利用料等の補助金について、フリースクール

に通っている部分は、学校に行ってることを認めるとありました

が、それはもう認められたっていうことでしょうか。 
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築谷補佐      出席扱いという形で、フリースクールの活動内容を月に1度、

学校長に報告をして、学校長がその活動を教育活動として認める

ということで、フリースクールに行かれたら、出席日数としては

カウントしていこうという流れになっております。 

 

山本教育長     県が絡んでいまして、県が審査をします。形態だとか、報告義

務だとか、そして、私の塾と何が変わるのかっていうところはそ

の認可が違うということで、それで県市から補助をもらうことが

できるようになると認可によって補助を出すっていうような仕組

みになっているのが現状です。 

 

角課長       フリースクールの関係、県の要綱もちょっと変わるようでして、

上限額は上がるみたいなので、うちの方も、それに合わせて要綱

改正して、また予算が足りなくなると思いますので、また補正で

対応していくと考えです。今までは２万円が上限で３分の１ずつ、

保護者負担なしの負担と県の負担がありましたが、それが３万円、

週３回行けば、３万円。そこの保護者負担も１万円、これ多分１

万円に変わる予定になってまいす。また、保護者負担が１万円。 

 

十河委員      費用面のことではないんですが、運用面のことについて、小学

校と中学校のプール、これ令和６年度は外江小と二中のみという

ことで、２時間まとめての授業をバスで移動させてということだ

ったと思うのですが、この令和７年度は５校で実施し時期的なも

のは例えば集中して６～７月ぐらいでやってしまうのか、それで

も数年通してバスのこともあると思うので、例えば１２月にプー

ルの授業があるのか、どのような運用の形になるのかっていうの

がわかれば教えていただきたいと思います。 

 

柳楽主査      夏だけってわけじゃなく、今のところ予定では、５月から予備

も含めて11月の間でシフトを組んで、バスの方も、２台で回れる

っていうような、今、計画も全部できております。学校の方は、

この期間は、例えば運動会に集中したいので外したいとか、ここ

に使う修学旅行とか、そういったところも小中でも連絡取り合い

ながら、それぞれの学校の希望を考えた形で今のところ計画が、

１年間分ができております。 
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渡邉委員      実施の順番はプールの古い順番でしょうか。どのように決めた

のでしょうか。また小プールだけ使うということは出来るのでし

ょうか。 

 

柳楽主査      実施については学校の希望の確認と消防水利の状況もあります。

小プールは大プールと繋がっていますので、どちらかだけとうの

は難しいです。市民温水プールの小プールも活用しています。大

プールは水深台を使っています。 

 

渡邉委員      平和学習で使う鬼太郎記念館のリニューアルも初めて行ってビ

ックリでした。 

 

十河委員      今までの展示内容よりは平和学習にすごく、場所とかスペース

とか取ってあるのですごく最適で素晴らしいです。 

 

山本教育長     教育旅行としても、県内のところへ旅行会社として呼びかけて

まして、１つは伊平屋の子供たちに入ってもらいましたし、次は

大山町が交流している沖縄の嘉手納基地のところの金田小学校の

子ども達にも見てもらいました。ここでも戦争学べるんだとか、

水木さんもそうだったんだっていうところでね。口コミで広がっ

てくれると嬉しいなって思います。 

 

十河委員      もう１つ進めさせていただきたいのは、中学校のＩＣＴ教育推

進事業。ＡＩによる自動採点システム。これはどんな形で、例え

ばクロームブックはみんな持ってるのでそこで回答してそれが集

計されるっていうものなのか、紙に書いたものが例えばスキャン

されて、自動集計されるっていうようなものなのか、もしわかれ

ば教えていただきたいです。 

 

柳楽主査      採点システムにつきましては、紙でやったテストを読み込んで、

そこで基準等をつけて、それを〇×とかつけられるようなシステ

ムになってまして、問題ごとに例えば、３番という記述があった

らそれを全部の子供のやつをそこだけ抽出して、パーッて全部見

るとか、そういったことができるシステムになってますし、あと、

観点別の集計とかそういったところでも、設定を入れておけば、

使えるっていうものになっています。 
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十河委員      これは当然その、教員の負担軽減に繋がることが前提での導入、

それから、そのスキャンする手間とか、そういうことで、時間が

かかったら何か本末転倒。 

柳楽主査      そこは実際にやってる学校では本当にないと困るぐらいそうで

すか時間も相当減るっていうことでして、スキャンも昔みたいに

１つずつじゃなくても全て自動で読み込めます。スキャンする機

械もＦＡＸもある複合機ですので情報漏洩には気を付けたいです。 

 

中田委員      学校再編推進の予算は少ないですが、どのような体制で視察を

考えているのでしょうか。学校再編の話が上がっていて、我々も

興味があるところと感じています。 

 

角課長       視察に行くメンバーとしますと、教育長と担当課長補佐と、あ

とは、指導係、主査と、あとは、建設の関係の担当者が行く予定

になってます。議会からも外部の人なんかを連れて行かないのか

という意見もありましたが、その辺の予算はちょっとないですけ

ど、今のところはその４名です。 

 

山本教育長     これは予算計上しているものですが、他にも候補を探してまし

て福岡県の嘉麻市っていうところを考えています、そこは人口規

模が一緒、それでいて、義務教育学校がもうスタートしてまして、

その建物を見たら非常にかっこよさがあり、今の病院のような今

の学校のような四角い建物ですっていう感じではなくて、図書館

を真ん中に置いて、地域コミュニティーも一緒になってるってい

うようなところがあります。人口規模が同じぐらいのところって

いうのはやっぱ見る必要があるだろうなって思っています。あと、

大分の玖珠町です、梶原先生のところで、あそこは、田舎の不登

校特例校をスタートされてて、６月終わりに西伯郡の教育長と一

緒に教育長視察でいくという予定にしてます。津山の隣に美作市

というところがありまして、そこに、樸（あらき）学園という、

学びの多様化学校ができました。中国地方発、本当にこれも山の

中なので、留学ができる形になってまして、それは僕が望むとこ

ろでもあります。関東圏っていうのは実は遠いようで、この飛行

機を利用すれば、非常にターゲットになりうる。場所だろうと僕

は思っていまして、関西から来るよりも、関東から来る方が近い

だろうと。そうすると、本当の、田舎の山村留学じゃないですけ

ど、魚釣りができておいしい魚が食べれて、のんびり空気のおい
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しい水の強いところで育ったらどうっていうようなニーズにはこ

たえられるんじゃないかと思ってて、それのヒントになるような

ところがさっき言いました、樸学園だったり、それから、玖珠町

の視察がヒントになるだろうと。玖珠町なんかは、福岡、北九州

ってあたりから、みんな集まってるそうです。山の中で、静かな

少人数の中で、個別に対応してもらえる。全くいけなかった子だ

けど、別に、行ってあげてもいいよみたいな、この前テレビでや

ってました。八王子のいずみの森義務教育学校っていうところは、

私の大学院のときの後輩が今校長です。それから、高尾山学園っ

ていうところは、日本で一番古く学びの多様化学校、当時の不登

校特例校というのをもう20年以上前にスタートされているところ

ですので、不登校の子が通ってきて、当時は特例校という措置で、

時間割・教育課程を減らすことができました。僕はこの教育課程

時間割を減らすことは、頭の中に思いつかなかったですけど、こ

れができるようになることが容認されるのであれば、これからは、

1000時間あまり教えないといけないっていう、ギチギチに詰め込

んである状態から、開放されることで、子供たちの何かが変化し

てくるだろうと思っていまして、文科はこれを３００校日本に作

るって言っています。今２４校しかありませんので、これもコミ

ュニティスクールのスタートと一緒で、最初こんな広がらないだ

ろうという考えもありましたが、もうバーッと広がったのと一緒

になっており、大体１年間に３０校ずつ増えてます。鳥取県はな

い、中国地方では岡山が最初に始めましたし、米子も手を上げた

いって言っている状況、それぐらい不登校をみんな抱えて、今の

現状の教育課程ではもうキャパがオーバーしています。フリース

クールでは支えられない。学校にサポートサポートルームってい

うの作っても、対応しきれず結局同じ組織の中に通わないといけ

ないわけで。嫌なところのまま、来たら面倒見ますよっていうや

り方になっています。全く違うところっていう分教室方式ってい

うのもできてます。中学校の中に分教室があり、入口も全く変え

ている、要するに、昼に行われる学童保育みたいなものの延長上

で、別のものがが行われているようなことはあったりします。神

奈川県の大和市は、それが今、スタートいたしましたけど、これ

がきっとつまずくだろうなと思います。やっぱその学校が存在し

て、こっそりおまけで作るんじゃなくて、正当な学校として認可

されることは、フリースクールは転校措置はありませんけど、学

びの多様化学校は転校措置を必要としています。ここが大きなと
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ころで、フリースクールは今いる中学校のままフリースクールい

けばいいんですけど、ここへ行くときには、例えば、学びの境港

学園っていうのができたとしたら、そこへは転校措置で卒業の資

格がきちんとあるという方向ですので、学校の成立も併せて考え

ると分教室方式は良くないなって僕は思っていますから、できる

ならば、学校再編をしたときの空き学校を丸々使うのが一番理想

的だろうと思います。とにかく生を見てくる年にしたいと思って

ます。次は生涯学習の方からお願いします。 

 

北野課長      令和７年度予算について説明（生涯学習課長） 

 

山本教育長     ご質問等ありましたらお願いします。 

 

十河委員      海とくらしの史料館についてです。今のお話で１５万人はびっ

くりしましたけど、先日米子市の郷土資料館、旧市役所の建物で

拝見したのですが、そこと海とくらしの史料館は、なんか似たよ

うな傾向にあるのかなと思いました。やはり地元にいないといけ

ないもの、この境港ならではのもの、境港市やこの近辺に暮らす

人たちが資料館として使えるような、大規模な改修の必要性や、

今でもすばらしい施設だとは思うのですけど。そういったことの

充実を図って、地元に根差した施設に向けて進んでいくと良いの

かなというのを先日米子の郷土資料館見て思いました。そこへ何

回も足を運びたいなというふうに思いましたし、海とくらしの史

料館も剥製とかすばらしいものいっぱいありますし、もともと展

示が広がっていい施設になるんじゃないかなと。すごく好きな施

設ではあるのですけど、大規模な改修じゃなくても、地域に密着

した施設になってくれると、今回の学習、水木しげる記念館の学

習でも使っておられると思いますが、また海とくらしの史料館も

使い、学校でやっぱり子供たちに境港のことをよく知ってもらう

ためにも、この海とくらしの史料館っていうのは大切な施設だと

思うので、そういう地域密着型の施設になって欲しいなと思いま

す。 

 

北野課長      今現在ですね、年間2万人ほど来てます。提言の中にも、やっ

ぱり市民に来てもらいたいってことで、市民は無料がいいのでは

という提言もいただいております。ただ、無料化するとやっぱり

収入もなくなりますし、なかなか収入が上がるような施設ではな
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いけれども。ただ、そうするとそこにどれぐらいの予算をかけて

改修するのか、展示の方も１階は剥製、２階は民具になっていま

す。民具がいいのか、漁具が一番良いのでは、やはり海のもの、

あまり民具についても、農具とかあんまり関心がないのかなと思

います。 

 

十河委員      弓浜絣とかもいっぱい展示されていますし、やはりこの地元の

ことをよく知ってもらういい施設だと思います。 

 

北野課長      あと中庭にも白壁ギャラリーという一室もございまして、下の

展示場もあります。どこまで改修などをやるかを考える必要があ

ります。あと、資料がかなりの数がありますし、その資料を入れ

るところがないというのが現状です。２階を全部潰して、そこを

資料保管室するとか、その中には温度調節を必要とする資料もご

ざいますので、施設をどうやっていくかっていうのをちょっと来

年度、色々と考え、市民に何回も来てもらう施設というのが一番

いいと思います。今回、議会では、観光型とかも言われました。

観光はなかなか難しいかなとは、今の担当の立場では思ってます

けれども、そういうところも考えていかないといけません。 

 

山本教育長     他にはいかがでしょうか。 

 

十河委員      三中の自転車置場の増設が、ほぼ工事が終わったところですが。

一中の自転車置場のことが令和７年度に書いてありますけども、

やはりこれは三中と同じように、全校の生徒が自転車で通えるよ

うなことを想定しての工事でしょうか。 

 

角課長       全員分ではありません、第１中学校は校長先生と協議しまして、

１００台あればいいということで計画しています。 

 

山本教育長     本日の協議事項は以上となります。 

 

４．報告事項】 

事務局        それでは、報告事項・行事予定について、教育総務課、生涯

学習課からお願いします。 

 

《教育総務課 生涯学習課 行事等報告》 
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※柳楽主査より 定例市議会、コミュニティ・スクール研修会、定例校長会、県立高

等学校一般入試、地教委内示、小中学校卒業式、小中学校修了式、

臨時教育委員会、臨時校長会、校長内示、職員内示、教職員人事

異動発表、退職校長辞令交付式・辞令確認式、退職者辞令交付

式・辞令確認式、新任管理職辞令交付式等、小中学校始業式・入

学式、校長・教頭合同協議会、予算配当説明会について説明 

 北野課長より ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４境港市実行委員会第３回運営

委員会・第３回総会、第３回境港市図書館連絡協議会、社会教育

委員会議、定例公民館長会、第３３回境港市ピアノコンクール受

賞者コンサート＆第２８回シンフォニー少年少女合唱団・シーサ

イド☆音魚人定期演奏会、シンフォニー少年少女合唱団入団式、

市民交流センター連絡調整会、スポーツ推進員協議会定例会、ピ

アノコンクール実行委員会等について説明 

《図書館 利用状況等報告》 

 ※資料配布 

 

事務局        ただいまの行事報告・行事予定について質問等ありますでし

ょうか。（質問等なし）。 

次回日程確認。 

 

【５．閉会】 

山本教育長      それでは本日の定例教育委員会は閉会といたします。ありが

とうございました。 


